
先進安全自動車普及と公共交通利便性向上による
抜本的な高齢者の交通事故減少プロジェクト

～生活MaaS実装に向けて～

令和４年２月１４日
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地域公共交通シンポジウムin十勝

帯広トヨペット株式会社 若 林 剛
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十勝の地域事情①

十勝唯一の鉄道路線
JR石勝線・根室本線

・岐阜県とほぼ同じ面積

・広大な土地に鉄道は一路線のみ

・移動はマイカーやバス等

「自動車」主体

・自動車の普及率は
全国でもトップクラス



人数
交通事故死者数 11

内、65歳以上 8
内、75歳以上 4
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十勝の地域事情②

・十勝管内では、交通事故による
死者数の7割が65歳以上の高齢者

令和3年の十勝管内交通事故死者数

＜地元企業としての思い＞

自動車×公共交通の総合的な取組みによって

『いくつになっても安全で豊かなモビリティがある十勝』

を実現したい！
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トヨタ・モビリティ基金「地域に合った移動の仕組み作り」とは

「地域に合った移動の仕組み作り」 | トヨタ・モビリティ基金 (min-mobi.jp)ホームページ

①応募資格 自販連会員の自動車販売店各社

②助成金 最大2,000万円／件

③助成期間 2020年4月～2022年10月の2年間

④対象と
なる事業

地域の課題の解決を目指す活動
(以下の内容を含むことが前提)
(1)移動支援を始めとする地域貢献の目的で行う

地域支援活動
(2)明確な達成目標を持ち、達成状況の確認を行う
(3)本助成期間終了後も維持継続案がある、
もしくは維持継続に向けた検討を行う

⑤選考基準

以下の観点を踏まえ、総合的に判断
(1)移動課題の解決など、豊かな暮らしの実現に

貢献する活動である
(2)対象地域の市民の意向に合致している
(3)全国の他の地域や団体に波及し、モデルと

なりうる

＊2019年4月～2021年3月の助成事業の応募資格は、地方公共団体、NPO等の市民団体、民間企業、各種法人

・トヨタモビリティ基金の助成事業
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トヨタ・モビリティ基金「地域に合った移動の仕組み作り」とは

全国で２９件のプロジェクトが採択（内、北海道では３件が採
択）

帯広地区トヨタ会

地元バス事業者

地元コミュニティＦＭ

が連携して応募
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本プロジェクトの実施内容と展開エリア

【大空団地】

（平成27年国勢調査時点）
・人口：4,254人
・高齢者数：1,791人
・高齢者率：42.1％
・バス停200mカバー人口：2,747
・バス停200mカバー人口割合：64.6％

プロジェクト１：先進安全自動車の普及促進と
デマンド型交通の運行

プロジェクト2：
カーシェアリング導入

【全域】
プロジェクト３：路線バスへのQRコード決済促進
プロジェクト４：バスロケとコミュニティFMの連携による情報発信
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帯広生活MaaS参加企業
＜地元民間企業＞ ＜関係先＞

担当プロジェクト：
①先進安全自動車の普及促進とデマンド型交通の運行
②カーシェアリングの導入と公共交通との連携によるサブスクリプションサービスの実施
③路線バス等への公共交通へのQRコード決済の導入
④バスロケーションシステムの活用とコミュニティFMと連携した道路交通情報の提供

企業名 担当 企業名 担当

・ 釧路トヨタ自動車㈱ ① ・ 帯広市 ①

・ 帯広トヨペット㈱ ① ・ 帯広商工会議所 ①

・ トヨタカローラ帯広㈱ ① ・ 十勝圏二次交通活性化推進協議会 ③

・ ネッツトヨタ帯広㈱ ① ・ （一社）北海道開発技術センター ① ② ③

・ ㈱トヨタレンタリース帯広 ② ・ ㈱ドーコン ① ② ③ ④

・ 十勝バス㈱ ① ② ③ ④ ・ ㈱ユニ・トランド ④

・ 北海道拓殖バス㈱ ④

・ ㈱エフエムおびひろ ④
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帯広生活MaaSを進める上でのターゲットと取り組み

デマンド型交通導入による「地域の足の確保」で、高齢者の免許返納を促進
安全運転の啓発、先進安全自動車（ASV）の普及PRと併せて、交通事故減少を図る

目標

ターゲット
プロジェクト全体のターゲットは高齢者
（本表では個別のプロジェクトのねらい、メインターゲットの関係を整理）

pr
oj

ec
t

免許あり 免許なし

マイカーあり マイカーなし

①安全運転啓発、
先進安全自動車普及・PR

②カーシェアリングの活用

③新規デマンド型交通（おおぞライナー）や路線バスの活用
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帯広生活MaaSを進める上でのターゲットと取り組み

デマンド型交通導入による「地域の足の確保」で、高齢者の免許返納を促進
安全運転の啓発、先進安全自動車（ASV）の普及PRと併せて、交通事故減少を図る

目標

ターゲット
プロジェクト全体のターゲットは高齢者
（本表では個別のプロジェクトのねらい、メインターゲットの関係を整理）

pr
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t

免許あり 免許なし

マイカーあり マイカーなし

①安全運転啓発、
先進安全自動車普及・PR

②カーシェアリングの活用

③新規デマンド型交通（おおぞライナー）や路線バスの活用
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先進安全自動車の普及促進とデマンド交通の運行
《ワークショップの実施》

10



先進安全自動車の普及促進とデマンド交通の運行
《ワークショップの実施》

先進安全自動車体験

（1回目）
実施日時：2021年7月16日（金）13:30～16:10
参加者数：9名
（2回目）
実施日時：2021年7月17日（土）13:30～16:10
参加者数：10名

11
ＶＲシミュレーター アドバンストパーク

システム
自転車シミュレーター

意見交換座学
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路線バス・おおぞライナー体験

（1回目）
実施日時：2021年7月30日（金）13:30～16:10
参加者数：15名
（2回目）
実施日時：2021年7月31日（土）13:30～16:10
参加者数：10名

先進安全自動車の普及促進とデマンド交通の運行
《ワークショップの実施》

路線バス オンデマンドバス おおぞライナー

意見交換座学
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先進安全自動車の普及促進とデマンド交通の運行

先進安全自動車体験

【「先進安全自動車」への興味・関心】

【「先進安全自動車」の購入意欲】

62%

46%

31%

31%

0%

8%

0%

8%

8%

8%

体験会参加後

体験会参加前

ある 少しある あまりない 全くない 未回答 ｎ=13

0%

0%

46%

38%

31%

23%

0%

15%

23%

23%

体験会参加後

体験会参加前

ある 少しある あまりない 全くない 未回答 ｎ=13

路線バス・おおぞライナー体験

【「おおぞライナー」について】

26%

47%

5%

58%

32%

42%

11%

11%

26%

0%

0%

11%

11%

11%

11%

「おおぞライナー」の利用意欲

体験会参加後

「おおぞライナー」への興味・関心

体験会参加後

「おおぞライナー」利用方法の認知度

体験会参加前

《参加者アンケートより、一部抜粋》

知っている・ある 少し知っている・少しある

あまり知らない・あまりない 全く知らない・全くない

未回答

ｎ=19ｎ=19

WSを通した密なコミュニケーションにより
★先進安全自動車への興味・関心・購入意向 ★おおぞライナーの興味・関心・利用意向

は向上



先進安全自動車の普及促進とデマンド交通の運行

路線バス・おおぞライナー体験
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運行面 ： 荷物の少ない行きは路線バス、帰りはおおぞライナーという
かしこい使い方ができるかも。

運賃面 ： 2,000～5,000円/月 or 1,000円/週くらいでサブスクの利用が
できると良い。 市やバス会社で発行するパスと一緒に使えるとい

い。

広報面 ： 口コミの効果は大きい。

町内にバス等に詳しい人がいると良い。 近くに聞ける人がいる
と良い。

先進安全自動車体験

シミュレーターは経験すべき。
自分の欠点が良くわかり、危険なケースなども認識できた。

技術の進歩はすごい。
但し、ドライブレコーダーや駐車サポート機能など、操作方法を覚えるのは大変。

《ワークショップより、一部意見の抜粋》



②カーシェアリングの活用
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帯広生活MaaSを進める上でのターゲットと取り組み
pr

oj
ec

t

免許あり 免許なし

マイカーあり マイカーなし

①安全運転啓発、
先進安全自動車普及・PR

③新規デマンド型交通（おおぞライナー）や路線バスの活用
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デマンド型交通導入による「地域の足の確保」で、高齢者の免許返納を促進。
安全運転の啓発、先進安全自動車（ASV）の普及PRと併せて、交通事故減少を図る。

目標

ターゲット
プロジェクト全体のターゲットは高齢者
（本表では個別のプロジェクトのねらい、メインターゲットの関係を整理）
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カーシェアリングの導入

・帯広畜産大学周辺にカーシェアリング車両の導入

・アプリ上で予約する「TOYOTA SHARE」の仕組みを活用

・大空地区からおおぞライナーでカーシェアリングの
ステーションに行く場合は、バス料金無料



バスロケーションシステムとコミュニティFMが連携した交通渋滞情報の提供

《実施イメージ》

バス遅延情報がメールで通知

《情報提供文言（メール発信文章）》

基準バス停B－基準バス停Aが、定刻時分より15min以上遅延の場合に、アラート通知

→ 「“主要道路名”の“方向”に向かって、
通常より、“＊＊分程度” の時間がかかることが予想されます。 付近を走行する方はお気を付けくださ

い。」
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パーソナリティ有：コメント
パーソナリティ無：自動音声
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更なる利活用の選択肢拡大に向けて
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持
ち
方

所有

選択肢が広がることで活発な移動を促進！

必要なときのみ

カーシェアリング

サブスクリプション
定額利用

KINTO

常に利用可能

高齢の方

安全な車に乗りたい
でも いつまで乗れる
かわからない

KINTO
免許返納の時、違約金無しで返却可能



小型モビリティ
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更なる利活用の選択肢拡大に向けて

移動距離
近距離

使
い
方

遠距離

従来車両

歩行領域モビリティ

C+pod：近距離移動向け二人乗りの
小型モビリティ
-1充電走行可能距離: 150km
-最高速度: 60km/h
-最小回転半径: 3.9m
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トヨタが考える“移動の足”確保の方向性

C+walkT：歩行領域での移動を
サポートする

立ち乗りモビリ
ティ

-1充電走行可能距離: 
14km

-最高速度: 10km/h

車いす連結タイプ
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移動距離
近距離

使
い
方

遠距離

歩行領域モビリティ

座り乗りタイプ

更に広がる

バリエーション
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トヨタが考える“移動の足”確保の方向性

・人に最も近い

“ファースト（ラスト）

ワンマイル”を

超小型モビリティで繋ぎ

すべての人に

移動の自由を提供する

Mobility for All ～全ての人に移動の自由を～
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ご清聴ありがとうございました。


